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の一週間、建設工事の話題を2つ耳にしました。一つは、

道後温泉本館の保存工事開始の話題。聞けば、明治27年

(1894)に現在の建物の一部分が建てられたことに始まる

125年前の建造物。今日まで現役の公衆浴場として活躍してきたので

すが、さすがに老朽化が激しく、保存工事が必要な事態に。特に、最近は

大地震への警戒意識が高く、最新の耐震強度の基準からすれば、早急に修理、補

強が必要な状態だとのこと。7年も掛かる大工事になるそうですが、とにかく、これからも松山の、愛媛の

観光のシンボルとしての存在感を放つ建物であり続けて欲しいと思います。単に耐震補強ができれば…とい

うことではありません。街のシンボルとしての輝きをしっかりと取り戻して欲しいと思います。 

もう一つは、先週末訪れた長野県下伊那郡喬木
た か ぎ

村にある喬木教会の移転建設の話題。南アルプスの麓にあ

たる風光明媚な地にある教会なのですが、ＪＲのリニアモーターカーの路線、新駅の建設に掛かる場所とい

うことで立ち退き、移転の話が出ています。今回、「新年聖会」に招かれ、共に信仰のビジョンを分かち合

いました。その場で、ただどこかに建て替えができれば良いという話ではありませんよ！とお話ししました。

教会は、キリストのからだ。今回の移転を、神様からの成長へのきっかけと捕らえて、ますます成長するこ

と、リバイバルの震源地として大きく用いられる、いのちに溢れる教会となるよう、新会堂について豊かな

ビジョンを拡大していきましょう、と語らせていただきました。単に移転する、これまでと同じようなもの

を建てた、というのでは、本当の教会建設にあるべき信仰のエネルギーを体験することができません。 

私たちは昨年、大洲キリスト教会を献堂したばかりで、今、直接的に動かしている教会建設の話題はあり

ません。しかし、Make It Happen!を合言葉にして、信仰を働かせ、事を成し遂げさせてくださる神様を

体験しようというこの一年において、同じような、真に“建設的”で“積極的”な姿勢が問われていると思

います。いつの間にか、あなたの考え方が消極的になり、否定的な雰囲気に汚染されていないでしょうか？

夢をあきらめ、中途半端なままで投げ出すようなことをしていませんか？ この一年のあなたの歩みを丁寧

に“建て上げる”つもりで、喜びに溢れる日々をしっかりと“作り出し”てまいりましょう。あなたの計画

が、適当にお茶を濁すようなプランではなく、ワクワクするビジョンに満ちていますように。無から有を生

み出す神様が共にいてくださるのです。主なる神様と共に、力強い一年の歩みを作り上げてまいりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

recommend 

おすすめ情報 

 

幸せを呼び込む 

聖書の言葉３１ 
■万代栄嗣著 

ウィズダム出版(1000 円) 

日々の生活の中で、聖書の言葉を具体

的に活かすアイディア満載。 

あなたの人生が変わります。 

 

 

 

 

 

視点の垂直シフトで 

脱・すごろく人生 
■万代栄嗣著 

ウィズダム出版(1500 円) 

自分らしい人生を、生き生きと生きる

ための、目標の見つけ方など、幸せな

人生の秘訣が満載。 

 

 
 


